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9
月
6
日
1
2
時
よ
り
地
本
O
B
会
は
、
地
本

会
議
室
に
於
い
て
第
l
回
拡
大
幹
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
最
初
に
8
月
3
1
日
、
薬
石
功
な
く
亡
く
な
っ

た
故
渡
辺
地
本
副
会
長
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、

幹
事
会
は
山
崎
地
本
会
長
の
議
長
で
進
め
ら
れ
、

開
催
目
的
に
つ
い
て
〈
至
典
は
、
①
、
定
期
総
会
で

の
方
針
決
定
を
受
け
て
、
当
面
す
る
課
題
（
高
齢

化
進
む
中
で
の
「
相
互
扶
助
」
な
ど
の
O
B
会
活

動
に
つ
い
て
、
②
、
各
支
部
総
会
の
成
功
と
情
勢

認
識
の
一
致
、
③
、
参
議
院
選
挙
「
打
越
さ
く
ら
」

勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
取
組
み
、
④
地
本
会
長
、

そ
し
て
本
部
副
会
長
と
し
て
長
年
新
潟
の
O
B
会

を
先
頭
で
指
導
・
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
が
先
の
本

部
総
会
で
副
会
長
を
退
任
さ
れ
た
渡
部
氏
の
慰
労

会
を
行
う
）
と
、
趣
旨
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
（
本
部
O
B
会
赤
石
副
会
長
と
中

田
地
本
委
員
長
）
の
挨
拶
、
高
橋
事
務
長
の
方
針

提
起
後
、
活
発
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
中
田
地
本
委
員
長
か
ら
は
、
『
現
役
組
織
は

未
壷
憂
星
刈
立
が
続
い
て
い
る
．
「
真
実
の
±
E
な

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹
誘
中
傷
し
、
組
織
破

壊
宿
為
に
加
担
し
て
い
る
輩
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
未
だ
組
織
の
一
体
化
は
終
息
の
兆
し
が
見
え

な
い
。
組
織
力
が
低
下
し
て
い
る
現
実
を
踏
ま
－
ネ

組
合
員
と
し
っ
か
り
議
論
し
信
頼
を
取
旦
戻
し
て

い
く
し
か
な
い
』
。
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

急
激
に
進
む
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
二
人
住
ま

い
」
「
老
々
介
護
」
「
買
い
物
難
民
」
「
災
婁
弱
冠
」

な
ど
が
言
わ
れ
、
私
た
ち
O
B
会
も
同
様
な
事
態

事
態
が
予
測
で
き
る
現
状
に
あ
る
、
組
合
員
、
O

B
会
員
と
し
て
共
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
が
高
齢

化
の
中
で
、
「
困
っ
て
い
る
」
「
苦
労
し
て
い
る
」

こ
と
が
あ
れ
ば
、
O
B
会
と
し
て
出
来
る
こ
と
が

な
い
か
を
検
討
・
実
行
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
相

互
扶
助
」
の
取
組
み
で
す
。

議
論
で
は
、
相
互
扶
助
の

「
相
互
」
と
も
が
高
齢
化
し

て
お
り
、
事
故
な
ど
も
考
慮

し
、
無
理
せ
ず
支
援
出
来
る

こ
と
を
検
討
、
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
信
頼
関
係

や
仲
間
意
識
の
前
提
が
な
い

と
、
支
援
受
け
る
側
に
遠
慮

が出る、。

原
発
の
再
稼
働
反
対
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
、

ま
た
、
今
後
の
地
本
O
B
会
総
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
次
回
の
幹
事
会
で
議
論
・
決
定
し
て

い
く
こ
と
な
ど
を
意
思
統
一
し
終
了
し
ま
し
た
。

渡
部
氏
　
慰
労
会

駅
南
・
「
よ
さ
こ
い
」
に
て
、
渡
部
氏
の
慰
労
会

を
開
催
し
、
長
年
の
労
を
ね
き
ら
い
ま
し
た
。

渡
部
氏
か
ら
は
、
自
身

の
専
従
指
定
問
題
の
思
い

出
や
、
現
在
は
地
域
で
活

動
し
て
お
り
、
今
後
も
9

条
改
悪
反
対
で
頑
張
る
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

当
面
、
各
支
部
毎
に
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
的

な
も
の
を
、
個
人
情
報
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
創

意
工
夫
し
作
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
維
持
の
た
め
、
各
支
部
の
実
情
に

合
っ
た
行
事
・
レ
ク
の
企
画
を
行
う
。
社
会
保
障

の
充
実
・
改
善
を
目
指
し
取
り
組
む
こ
と
も
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

「
打
越
」
勝
利
に
向
け
各
地
で
奮
闘
－

野
党
と
市
民
の
共
闘
で
取
り
組
ま
れ
た
参
議
院

新
潟
地
方
区
選
挙
、
し
か
し
内
実
は
一
体
化
と
は

言
え
な
い
状
況
の
中
で
、
東
労
組
O
B
会
苧
あ
る

い
は
9
条
連
と
し
て
各
支
部
で
会
員
が
力
を
発
揮

し
、
大
き
な
評
価
を
得
て
い
る
。

国
会
は
改
憲
勢
力
の
2
／
3
を
許
さ
な
か
っ
た

も
の
の
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
過

半
数
の
支
持
を
得
て
、
9
条
改
憲
に
執
念
を
挙
げ

て
い
る
。
今
後
と
も
9
条
改
悪
辱
柏
崎
刈
羽
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万
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表
題
の
署
名
を
連
合
『
J
R
総
連
の
要
請
に

よ
り
取
り
組
ま
す
。
各
支
部
か
ら
要
請
が
行
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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＝
　
渡
辺
割
聖
書
喪
の
補
充
に
つ
い
て
　
＝

地
本
O
B
会
副
会
長
で
あ
っ
た
故
渡
辺
氏
の

補
充
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
足
蹴
慾
奨
云
ま
で
は

空
席
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ご
脇
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
。
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月
　
会
費
納
入
御
礼
　
‖

今
年
度
の
会
費
徴
収
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
徴
収
作
業
（
4

9
0
名
）
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。



2019年，10月15日　＿J　　　　　　　B窒ニュース　No67号 

・言．／「誉謬饗讃 三二∴÷∴∴　　　　∴皇 軍 1、 

∴！、．ト‾． 　－ 子 　　ヽ十、一 

3 　　　6 濃　　　霧 　　　謹 告 ∴∴∴： 

詰 】 堂邁閏睦盤 


